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 機械油を使用している空気圧縮機のドレン水には油分が含まれております。
その濃度は法規制値（５mg／ℓ ：濃度は自治体によって異なります）を超えてい

ますので、油分除去の処理が必要です。このドレン水の処理には、特殊フィル
ター方式やマイクロバブルによる油水分離方式等、各機器メーカーが特色ある
処理装置を提供しており、これを導入することで環境への悪影響を防止するこ
とが出来ます。今回は、吸着材エレメント式処理装置の事例をご紹介します。 
本製品は2機種ともドレンを空気圧で圧送しますので電源は不要です。 
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「空気圧縮機ドレン処理』の事例紹介 
 

処理装置の導入により、法規制値内で排水で
きます。 
吸着材エレメントは定期的に交換が必要です。 
廃棄エレメントはメーカーで処理されます。 

グリストラップで処置していました。 
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